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編集後記
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プラズマ・核融合学会誌編集委員会

2 年間編集委員として学会誌の発行
に参加し，大変貴重な経験をさせて
いただきました．関係者の皆様にこ
の場を借りてお礼申し上げます．私
の場合，核融合科学分野外から異動
したばかりでしたが，プラ核学会誌
は読者の立場からわかりやすくとて
も勉強になる記事が多い印象でした．
その上で編集委員として編集委員会
に参加し，色々な企画立案を聞くこ
とで，どのような研究トピックがあり，
また波及しうるのかが俯瞰できまし
た．これまで様々なトピックが取り上
げられている故，いざ自分の企画立
案となった時に，これまであまり取
り上げられていない，かつ面白いト
ピックを提案するのに苦労しました
が，これまでの記事について勉強す
る機会にもなりました．任期は終了
しますが企画記事の発行まで編集委
員としてお世話になりますので，よ
ろしくお願いします．	 （川手朋子）

2022年 6 月から 2年間編集委員を務
めさせていただきました．毎月の編集
委員会では，専門外の分野の動向，学
会誌が出来上がる過程，さらには学会
誌の財政事情まで知ることができ，大
変貴重な経験をさせていただきました．
関係者の皆様には厚く御礼申し上げま
す．
この任期中，私の社会人生活は大き
な転機を迎えました．それは，高専教
員から核融合スタートアップ社員に転
身したことです．詳しく言えば，高専
退職からスタートアップ入社まで 4ヶ
月間の空白期間がありました．この間，
個人事業主の核融合研究者として某社
から業務委託で仕事を請け負ってお
り，プラズマ・核融合学会編集委員会
には無所属（！）で参加しておりました．
当学会では個人事業主の経験をお持ち
の方は少ないと思われますので，この
機会に個人事業主に特有の「経費と確
定申告」についてご紹介したいと思い
ます．
仕事中の食事，備品の購入，仕事関

係の交通費等は経費として計上でき，
その分は課税対象から控除できます．
控除を受けるにはレシートや領収書が
必須なので，頭の片隅にはいつも領収
書のことがありました．領収書を入手
したらすぐにスマホで写真を撮影，ク
ラウド会計アプリに記録，原本はファ
イルに保管…．そして翌年 3月中旬ま
でに確定申告を行うわけですが，1 年
の間に高専〜個人事業主〜会社員と立
場が目まぐるしく変わったため状況が
複雑で，自力での申告に挫折し，結局，
約 3万円を払って税理士さんに丸投げ
しました…．
実は，サラリーパーソンでも確定申
告をするメリットがあります．医療費
が10万円を超えた場合，住宅ローンを
組んで 1年目の場合，ふるさと納税等
の寄付をした場合は，確定申告すれば
控除が受けられ，払い過ぎた税金は
キャッシュバックされます．読者の皆
様も確定申告を検討されてはいかがで
しょうか？	 （中村　誠）


